
は じ め に

現代は IT時代からバイオテクノロジーへの時代だといわれています。2003年
には国際ヒトゲノム・プロジェクトによるヒトゲノム解読が行われ、ここには有
用な遺伝子が数多く埋もれており宝の山といわれています。しかし、新しい科学
技術は遺伝子治療、オーダーメイド医療などに利用できますが、営利目的にだけ
利用すると大変に危険です。まさに「諸刃の剣」です。専門家だけに任せるので
はなく、すべての人が常に考えていく必要があります。
この分野の本は、なまじ専門家が書くと特定の分野が難しすぎたり、ある分
野が簡単すぎたりする傾向があります。専門家でない方が、一般人と同じところ
に興味がある内容を書くことができると考えました。今までに学習した生物学の
知識を整理し、身近な生物現象を日常生活との関連を図りながら理解し、食と生
活、健康と病気、遺伝子とバイオテクノロジー、生物多様性と環境問題などを理
解するための生物学の基礎知識を28講にまとめたみんなの生物学教本です。
栄養、食物、看護、医療系の学生のテキストにとどまらず、一般教養科目の生
物学などのテキスト、小中高等学校の教員向けの解説書、さらにもう一度生物学
を学ぼうと考えている人たちの復習本として利用していただきたいと願っていま
す。また、高校生物の教科書が新課程に移行し、遺伝子、免疫、環境などが「生
物基礎」として取り上げられています。大学と高校との接続を円滑に進める参考
書としても役立つと思います。
最近の新聞、雑誌には、新型インフルエンザ、DNA鑑定、iPS細胞、環境問
題、生物多様性など生物学、医学、生命科学などの話題が取り上げられていま
す。現代社会で生きるために、それらの内容を理解し、活用できる力（リテラ
シー）を身につけていただく一助になれば幸いです。最後に、出版元の大学教育
出版をはじめご協力をいただいた方々に心より感謝いたします。

2012年 5月
中西敏昭
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